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論  文  名 中国北朝石窟の研究―敦煌莫高窟第二八五窟を中心として― 
本論文は、敦煌莫高窟の最重要窟の一つに数えられる、第 285窟の壁画と石窟の構成について、新
たに考察を加えたものである。第 285 窟は北壁に、莫高窟中最古の西魏大統四年（538）の造像銘記
を遺す窟として知られている。論文は、同窟の壁画のうち、特に西壁と南壁に着目して図像と典拠経
典の検討から思想内容を新たに解釈する四章と、古写真に基づき、当初は石窟中央に仏塔が存在した
ことを示す一章からなっている。 
 まず序章では、第 285窟の概要と研究史を、西壁、南壁、北壁・東壁・天井画、石窟形式と造営者
の各項目において確認する。続く第一章では、西壁をとりあげ、従来、中国の墓葬美術の日月表現と
の関連がいわれていた日天・月天像の図像について、その系譜を辿り、インドから西域経由でもたら
された表現であることを説得的に検証した。さらに、中尊両側の高僧像が兜率天往生信仰と関わると
する新解釈を示した。 
 本論文の最も大きな成果は、南壁の壁画に対する新解釈である。論文ではそれを、第二、第三、第
四章を通して議論する。第二章では、「五百強盗成仏図」、「化跋提長者及姊縁」、「仏度水牛生天
縁」、「沙弥守戒自殺図」、「施身聞偈図」の五種類の故事画について、その典拠となる経典を図様
との関係から確認した。第三章では、これらの故事画のうち「五百強盗成仏図」、「沙弥守戒自殺図」、
「施身聞偈図」に見られる特色ある表現の意味について検討した。「五百強盗成仏図」では、強盗が
仏の説法を聞いて沙弥となり禅定するという場面展開が、「帰依仏」・「帰依法」・「帰依僧」の「三
帰」思想に対応するとし、また、「沙弥守戒自殺図」の主題も「三帰五戒」であるとした。そして、
「施身聞偈図」も含め、いずれも弥勒三会への値遇を願う内容であると論じた。第四章では、この論
旨を、『仏説弥勒大成仏経』の内容と故事画の対応関係を確認しながら再説し、南壁の主題が弥勒三
会への値遇であるという主張を補強した。 
 また、第五章では、ペリオ撮影の古写真を詳細に検討して、石窟中央に現状方壇状に残っている遺
構が、本来は、インド由来の方形基壇上の円形の仏塔であったことを復元した。また、現地調査によ
ってその大きさを復原した上で、第 285窟開鑿当初の遺構であるとした。 
 莫高窟中の最重要窟である第 285窟には多くの先行研究があるが、その中にあって、本論文は、多
くの新たな知見を示しており、斯界へ寄与するところは大である。よって、本論文の提出者は博士（文
学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
 
